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施設整備
の完了

施設整備
の完了

80%以上80%以上

R2年度
目標値

（R3年度）

未実施

進
捗
状
況
説
明

　工事箇所が地域的に集中したことにより、労務者の手配調整及び島内宿泊施設が少ないことから労務者の調整ができても宿泊施設
の手配に至らないことにより不測の日数を要したため、事業の完了が令和3年3月まで伸びた。そのことにより施設の使用実績がなく令
和2年度内でのアンケートが取れなかったため令和3年度にアンケートを実施し事業のあり方を検証する。

目　標

実　績
基本・実施
設計の完了

施設整備
の完了

基本・実施
設計の完了

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R1成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R1年度

【参考指標】
住民の福祉が向上したか（80％以上）を含め、
アンケートにより本事業のあり方を検証する。

目　標

実　績

葬祭場施設の整備

目　標

実　績

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

平成30年度に基本・実施設計を完了し、令和2年度に施設整備を完了した。

基本・実施
設計の完了

基本・実施
設計の完了

施設整備
の完了

予算の状況の説明
　工事箇所が地域的に集中したことにより労働者の手配に不測の日数を要したため、工事にかかる231,826千円を令和2
年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R1活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

葬祭場施設の整備

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0% #DIV/0! #DIV/0!

次年度繰越額 0 231,826 0

うち交付金充当額 29,548 102,539 185,461

B．執行済額 36,936 128,174 231,826

A．計(b+d) 36,936 128,174 231,826 0 0

(d)繰越額 － － 231,826

128,174 －

(c)増減額(b-a) ▲ 3,064 ▲ 231,826 － 0 0

R3年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 40,000 360,000 －

(b)予算現額 36,936

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和3年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H30年度 R1年度 R1年度（繰越） R2年度

福祉衛生課
事業実施

（予定）年度
平成30～令和元年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－４

事業内容 　　既存火葬場の老朽化と火葬ホール・霊安室・管理室等の施設機能が十分に果たせていないため、葬祭場一式の新築整備を行う。

市町村名 北大東村

令和元年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

5 北大東村葬祭場建築事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（１１）－イ

生活環境基盤の整備及び教育・医療・
福祉における住民サービスの向上

担当部課名



○委託業者は指名競争入札により適正に選定しており、妥
当であった。
○予算規模については適正な規模であったと考えている。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

###### 360,000 288,000 72,000 0

　急な施設稼働時に稼働できないような事案などが起こらないようメンテナンスを行いつつ住民福祉の向上を目指していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　小規模離島故に遺体の保冷事案や火葬実績は多くはないものの突発的に出て
くる状況である。

　頻繁に使用ができるものではないため定期的なメンテナンスが必要であ
る。

今後の取り組み方針

北大東村

360,000千円

委託料
10,318千円

アート技研（株）
10,318千円

北大東村葬祭場建築・
造成工事監理委託業務

北大東村葬祭場建築・

造成工事

工事請負費
349,682千円

（株）与儀組
349,682千円
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取水施設
の整備

35.4t以上
/年

市町村名 北大東村

令和元年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

6 北大東村水産施設等海水供給施設整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－イ

流通・販売・加工対策の強化

担当部課名 経済課
事業実施

（予定）年度
令和元～令和2年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-１-（６）

事業内容 　鮮度保持を行う水産施設等へ海水を供給し、水産業の振興を図るため、新たに海水供給施設を整備する。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和3年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R1年度 R1年度（繰越） R2年度 R3年度

－

(d)繰越額

R4年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 50,000 －

(b)予算現額 50,000

(c)増減額(b-a) 0 － 0 0 0

－ 33,890

A．計(b+d) 50,000 33,890 0 0 0

B．執行済額 16,110 33,890

うち交付金充当額 12,887 27,112

次年度繰越額 33,890 0

執行率（％）(B/A) 32.2% 100.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明 　取水個所の再検討に不測の日数を要したため、工事にかかる33,890千円を令和2年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R1活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

海水供給施設整備

目　標

実　績

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

令和2年度に取水施設の整備が完了した。

取水施設
の整備

取水施設
の整備

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R1成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R1年度 R2年度

【参考指標】
鮮魚の島外出荷量

目　標

実　績

R3年度
目標値

（R3年度）

海水供給施設整備

目　標

実　績
取水施設
の整備

進
捗
状
況
説
明

鮮魚の島外への出荷量が増加することで、水産業の振興が図られると考え設定した。
指標については、Ｒ2年漁獲量見込量の額から島内の鮮魚消費量を差し引き算出した。
35.4（ｔ）＝53.9（ｔ）-18.5（ｔ）



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　ボーリングを進めていく中で想定以上に岩が硬く採掘機の故障が相次いだ。
　岩の硬さも確認できたことからその硬さに対応可能な採掘機を使用し工
事が円滑に行えるようにする必要がある。

今後の取り組み方針

　流通強化の観点からスムーズに工事完了するように着手する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

50,000 50,000 39,999 10,001 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。
○委託業者は指名競争入札により適正に選定しており、妥
当であった。
○予算規模については適正な規模であったと考えている。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

北大東村

50,000千円

委託料
3,350千円

（株）国建
3,350千円

北大東村海水取水施設
整備実施設計委託業務

北大東村海水取水施
設整備工事

工事請負費
46,650千円

（株）与儀組
46,650千円


